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◆例　会　場／東レ総合研修センター�

◆開 会 点 鐘／１４：００�

◆内　　　容／第２分区 IM 三島西RC

　先日、御殿場市議の有志から
JR御殿場線利便性向上の嘆願書
提出について、私の所属する宅

建駿東支部に理解と協力の要請があった。支部と
して、地元の活性化につながると賛同したが、最
近読んだ桜井第一生命保険会長のコラムが目に止まっ
たので披露したい。�
　地方経済が低迷している要因の１つに、交通の
利便性が増したことがある。鉄道や橋、高速道路
が通り大都市へのアクセスが向上した結果、ヒト
やカネが大都市に吸い上げられてしまう「ストロー
現象」が起こっている。例えば、長野新幹線、長
野の人達が週末、東京に遊びに来るようになった。
情報の溢れた都会の雑踏を歩く方が楽しいからだ。
こうして長野のカネが東京に向かう仕組みができ
てしまっている。一方で、長野の駅前は静かなも
のである。同様に、明石海峡大橋、徳島の若者が
神戸で遊ぶようになり、また九州に高速道路を巡
らせた結果、大分や熊本の人たちが博多に出てく

る機会が増えた。�
　これは１９６４年に東海道新幹線が開通した時から
始まったと言える。当時は、東京と大阪の経済が
ともに発展すると言われたが、結果的に、大阪の
相対的な地盤沈下が起こった。ここ１０年ほどの間、
不況対策で様々な公共事業が行われてきたが、交
通が便利になればなるほど、東京だけが栄えてし
まう。問題は、輸送量の大きい鉄道と道路で、仮
に地方の交通がもっと不便であれば、地方経済は
今ほど悪くならなかったかもしれない。観光収入
に期待もいいが、それだけで財政が賄えるような
町は、日本中に殆ど無いのが現実だ。こういうこ
とを踏まえた上で地域の活性化策を考えていかな
くてはいけない。解決策としては、職住、老若、
産学がそれぞれ近接した、集積効果の高い地方中
核都市を作ることであり、時間はかかるが確実に
景気の高揚をもたらすと、申している。�
　JR御殿場線の電化、特急あさぎりの運行、また
東名高速道路の開通が、当地域にもたらした利便
性は言うまでもないが、地元への効果は多角度か
ら検討が必要と感じた。�
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会長挨拶�
会　長　内海　宣彦�

◆会 員 慶 事�

・結婚記念日�
　3月 2日　嶋田泉太郎君・正江様ご夫妻�

・夫人誕生日�
　2月28日　藤田　昇司君ご夫人 昌　子様�
　3月 3日　水口　正宏君ご夫人 伸　子様�
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新会員卓話�

「御殿場ロータリークラブと私」�

「御殿場市の将来」�

PETS報告� 会長エレクト�

元YMCA東山荘所長　本行　孝司様�

渋谷　一君�

御殿場市環境市民部　部長　勝亦　誠様�
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○例会日/木曜日�

○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/�

○会　　　長/内海　宣彦�

○幹　　　事/滝口　喜徳�

○会報委員長/渡邊　俊彦�

前回の出席報告�

会員数� 出席数�暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６０名� ５６名�４６名�８２.１４％�１００.００％�

『地上には平和を。すべての人 に々善意を。』�

２月は世界理解月間です�

●欠席者（１０名）�
橋本喜市君・神谷高義君・井口修一君・勝又　洋君�

水口正宏君・岡本隆典君・斉藤礼志君・渡辺　巌君�

山口幸男君・山崎伊久雄君�

●メーキャップ（６名）�

　林　　由行君　1月24日　裾　野�

　内海　隆治君　1月29日　長　泉�

　藤田　昇司君　2月 5日　長　泉�

　勝又　敏雄君　2月 5日　G R A�

　岡本　隆典君　2月 5日　G R A�

　大庭健一郎君　2月14日　裾　野�

「調査事例とこぼれ話」�
　沼津税務署　統括国税調査官　杉本　和久�
�
　今回の卓話には沼津税務署の杉本様においで

いただき、「調査事例とこぼれ話」という私ど

もにも非常に興味あるテーマでお話しいただき

ました。�

　法人税の調査のうち、国税局が担当するいわ

ゆる「マルサ」と呼ばれる強制力のある査察で

はなく、任意の調査が担当ということです。ま

ず、平成１４年度の上半期（７～１２月）の県内

の法人調査により判明した修正申告額が３９９億

円に及び、その内脱税によるものが２００億、平

均一企業あたり６３０万円の修正額、さらに業種

別の数字的な説明がありました。納税の公平、

徴収の公平、といったいわゆる「税の公平」を

基本に、調査のポイントとしては隠し資産があ

るのか、ないのかを重点にしているとのことです。

　沼津税務署管内での現況の税務調査官の数と

企業の数から割り出すと、９年に１度の調査と

いう計算になるようですが、このときに真に調

査が必要な企業を選定することが重要になり、

その選定の基準の中には世間の風評もあるとの

ことで、悪い風評が立たないように気をつけた

いものです。�

　その後、より具体的な業種（ラーメン店、繊

維業、建設業、電気業、百貨店、旅行会社、紳

士服店等）について調査事例に基づきお話しい

ただき、中でも非協力団体であるやくざ組織や

右翼団体についてもその苦労話をお話しいただ

きました。�

　税の公平に基づき、節税ではなく脱税を継続

的に行っている企業には厳しく調査していき、

重箱の隅を突っつくような調査はしないとのこ

とでした。�
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２月２０日のスマイル�

●米山梅吉記念館　理事長　富士吉田RC　内藤成雄様　　　　　　
　　　　　　　　　地区委員長　河口湖RC　中村明智様　　　       �
●２月１３日の卓話、いかがでしたでしょうか？ これからもよろしくお願い
　します。　斎藤　衛君       �
●静岡県の「ふるさとCM」コンテストで私が企画・製作した、小山町の
　CMで「企画賞」を受賞することができました。静岡朝日TVで年間３０
　回放送されます。ぜひ見てください。　戸栗　太平君       　�


